


世界の端の小さな国が開花期を迎えようとしている
女性の活躍もまた、揺籃の頃であった明治という時代
津田梅子 樋口一葉 三浦環・・・
ひとり、またひとり、夢をあきらめず、この国の未来に道を拓く女性たちがいた

ここに、目元の涼やかな一人の女性がいる。名をキクという
このキクもまた、明治の日本に近代化の未来を夢見た女性の一人である

生まれは北海道、そして上京
そこで出会う四国から来たバンカラ男 名は十河信二
この男と成し遂げた彼女の夢は、日本という小国に規格外の未来をもたらした

この物語は、遥か北海道と四国で青春を送る二人の出会いが、

日本の未来を変える、夢追いの物語である

夢は消えず、道は拓かれる
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③ 夢では終わらせない ！
ジャパニーズドリーム！

② 鉄道一族から広がる夢！

① 私は私の夢を叶えます！
提
案
理
由

2



～夢の消えた現代日本に、届けたい～

十河キク
（函館市出身）

札幌の女学校在学中、西洋文化へのあこがれを
強く持つ。上京し、東京音楽学校等で学ぶ。十河
信二と学生結婚。波乱万丈な鉄道一家の要となり、
信二の夢、新幹線構想を支える。

２人の夢追物語を、NHK朝ドラに、
ご提案します。

十河信二
（新居浜市出身）

東京帝大卒業後、後藤新平の薫陶を受け、鉄道
官僚として活躍。帝都復興部長、西条市長など歴
任。１９５５年第4代国鉄総裁就任。新幹線事業
を手掛ける。後に「新幹線生みの親」と言われる。

ゆめおい
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教育者となって……
北海道函館市生まれ。札幌の北星女学校を経て東京音楽学校へ進学。
東京音楽学校では、師範科でオルガンを専攻。父から伝えられた西洋文化と、
北星女学校で触れたキリスト教への崇敬の思いが、キクの秘める教育者とし
ての蕾を膨らませた。その夢は教育における日本の近代化…だったが…。

明治20年～昭和33年 (享年71歳)

北海道と四国の若者が出会い、日本の未来を創る

1
夢は日本の近代化 ジャパニーズ ドリーム

私は私の夢を叶えます！

人生最大の大転換……十河信二との出会い
女子教育の近代化！夢を追い続けていた女学生キクの目前に突如として現れた、信念の男・十河信二。
「この人は絶対に信頼に価する人物です」という母親の言葉。まさかの展開にキクは「夢」の大転換。
新たな夢の形は、十河信二を動かし日本近代化の実現を！どう転んでも「私は私の夢を叶えます！」
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6

キクは、自分の夢である「日本の近代化」を、この男なら実現できるはずだと信二と
祝言を上げたのもつかの間、帝大から鉄道院へ就職した信二は、仕事もなく風鈴のように
ブラブラ。信二の臥竜時代を共に耐えて支えたキク。しかしこの時、信二の目はすでに
鉄道が経済に与える重要性に気づいていた。

不遇の時の妻からの信頼は、叱咤激励に勝る

キクは信二を疑うことなく、常に安らかな心で……

キク、度重なる信二の不遇を支える
身に覚えのない嫌疑で捕まる信二。じっと信二の無実を疑うことなく待ち続けるキク。
また、無報酬で市長を引き受ける信二。どんな時でも夫を信じるキク。
それは、常に童女のような安らかさを見せ、その信頼が最も信二を力づけた。

キク、大人物「十河信二」を育て上げる
行き届いた女性であれば、とても続かない。細かい気配りのできる人なら、腹が立って仕方がない。
そんな夫「十河信二」を大人物に育て上げたのは、信二へ向けられた絶大な信頼感から生まれた
キクの大らかな支えであり、信二の成し遂げる未来そのものが、キクの夢でもあったからだ。
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2 鉄道一族から広がる夢！
その願いは離れていても「千里比隣」

のように感じられる社会。
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十河家は「夢の語り場」

5
そのことを相手に気づかれないようにやってのける：キクの気配り

キク「食べていってくださいな」
とにかく十河家は「騒がしい家」だった。家族だけでご飯を食べたことが、ほとんどない。
いつでも、お客、書生、居候、部下、そして鉄道関係者・・・誰かしら家族以外の人がいる。
家族の分を回してでも、誰彼の別なくもてなす、懐の広いキク。
キクの包容力の中、多くの夢が語られる食卓となった。

キクにしかつとまらなかった十河家の妻
娘、息子の成長とともに、家族をとりまく鉄道業界との付き合いも広がる。また政界要人へのお相手も
増える。そして何より信二が突き進む新幹線構想への実現。渦巻く「鉄道一家」十河家を取り仕切るに
は、並大抵な度量では間に合わない。大きな人、太っ腹、キクを知る人は一様にこのように形容する。
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7家族とともに成し遂げた自己実現＝夢追物語

。

3 夢では終わらせない！ジャパニーズドリーム！

西洋文化へのあこがれが、
新幹線へ繋がった
キクは西洋の文化と思想を学ぶ。
夢は、教育による日本の近代化
だった。しかし、信二との出会
いがその思いを一変。
大風呂敷を拡げる信二の夢を、
共に成し遂げる。それがキクの
夢となり、新幹線構想を支えた。

鉄道一族と化した十河家
の操縦はキクが
気が付けば鉄道一族と化し
た十河家の真ん中にキクが
立つ。
誰よりも不器用だが、誰
よりも深い愛情を持って、
日本の鉄道界で活躍する鉄
道一族を牽引。

夢では終わらせない
ジャパニーズドリーム
不器用でも、知恵と情熱で夢
を形にしたキク。その裏には
家族の愛情と支えがあった。
どの時代にも夢は溢れている。
あきらめず前へ進む者が、
ジャパニーズドリーム
「夢追物語」の
主人公となる。

波乱万丈な鉄道一族を支えるキクが追いかけた夢は、
新幹線の実現という日本の近代化だった
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9

二人の夢追物語のストーリーをわかりやすくするため、このような脚本もアリ⁈

なぜ新幹線構想に至った？
①四国と北海道、恋する二人の距離を縮めるため。【恋愛編】

②東京で暮らす二人。故郷で年老い始める両親との距離を縮めるため。【孝行編】
③中央で活躍する教育者や技術者を、地方に行きやすくするため。【日本の発展編】

鉄道ファンの心をつかむ！！
①日本の鉄道史における裏話を織り交ぜる。
②鉄道ファンもびっくりのレアな鉄道アイテムが多数登場。

性格の違うキクと信二は・・・コメディタッチ向き？
①天然気質（キク）VS 雷おやじ（信二）

②不器用（キク）VS 大風呂敷（信二）

ちなみに……夢追物語の見せ方アレンジ



札幌・函館・七飯
・七飯町公式HPでの活動PR並びに署名運動
・函館新聞による朝ドラ誘致活動の紹介
・北海道新幹線建設促進関係自治体連絡協議会総会
にて朝ドラ誘致に向けた取組を紹介＆協力
※札幌市・小樽市・倶知安町・長万部町・八雲町・
北斗市・木古内町・函館市・七飯町

・北星学園女子中学高等学校・青柳小学校
（札幌市：妻キクの出身校）からの協力

・七飯町、函館市との協力・連携

埼玉

東京・神奈川

西条・新居浜 大阪・神戸・京都

・鉄道博物館主催てっぱく大学
での講演

・てつまちフェス＠大宮での
PR活動

愛知

四国
・十河戦国お城まつりでの署名活動
・四国新幹線機運醸成イベント
・四国鉄道OB会からの署名協力
（高松、佐川）

愛媛県内
・愛媛マラソン会場でのチラシ展示（松山）
・ねんりんピック愛顔のえひめ2023（松山、西条）
・愛媛人物博物館企画展（松山）
・JR松山駅、松山土曜夜市、愛媛FCマッチシティでの
署名活動（松山市）

・今治せとうちみなとマルシェでの署名活動（今治）
・宇和島鉄道開業100周年での署名活動（宇和島）
・県政広報ラジオ、南海放送ラジオ、愛媛ジャーナル

広 が り 繋 が る 全 国 の 輪 ！

東北
・八戸公園鉄道模型運転会
＆鉄道写真展での講演

・東日本鉄道OB会からの署名
協力（盛岡・花巻・紫波）

中国
・西日本鉄道OB会からの
署名協力（出雲）

九州
・九州鉄道OB会からの署名協力
（門司、熊本、大分）

・中部愛媛県人会による署名活動
・大府市からの署名協力

・西条土曜夜市、丹原七夕まつり、紺屋町BAR、西条まつり、
石鎚山麓SWEETﾗｲﾄﾞ、ｱｸｱﾌｪｽﾀ、産業祭、西条高校文化祭（西条市）

・あかがねミュージアム、イオンモール新居浜、JR新居浜駅
新居浜まつり、ワクリエ新居浜マルシェ（新居浜市）

・FC今治、愛媛FCマッチシティにおけるPR活動
・十河信二翁の通学路を歩こう・タウンミーティングでのPR
・十河信二と妻キクの愛情物語（シンポジウム）開催
・十河信二の人生を辿る（生涯学習大学）開催

・拓殖大学学友会による署名活動
・芝浦工業大学付属中学高等学校による署名活動
・横須賀市からの署名協力
・JR総研エンジニアリングによる署名活動
・関東愛媛県人会・東京道前会・全国「にいはま
倶楽部」による署名活動

・NHK本部社食での署名活動
・都道府県会館での十河信二パネル展示
・全国鉄道OB会による署名活動
・東日本鉄道OB会からの署名協力

・大阪・関西万博PRイベントin伊丹空港での署名活動
・「新居浜迫力と誇りの太鼓台＆物産展」でのPR活動
・FM802「マジックナンバー」におけるPR活動
・愛媛県物産展「えひめぐり」・イズミヤショッピン
グセンターでの十河信二パネル展示巡回展

・近畿愛媛県人会・関西道前会・全国「にいはま
倶楽部」での署名活動

・西日本鉄道OB会からの署名協力 10
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地元を盛り上げる
市民を巻き込んだ、様々な活動を展開

これまでの顕彰活動

４回シリーズでの新幹線の父の事跡
を辿る「生涯学習大学講座」

十河信二と妻キクの愛情物語（シンポジウム）開催

「十河信二翁の通学路を歩こう」

広がり繋がる全国の輪
関係団体にご協力頂き、様々な活動を展開

全国鉄道OB会による署名活動 「てつまちフェス＠大宮」でのＰＲ活動

イズミヤショッピングセンターでの
パネル巡回展（関西）

「新居浜迫力と誇りの太鼓台＆物産展」
でのPR活動



令和７年10月15日時点での署名数

手書き署名数 95,660筆

これまでの署名活動

合計113,472筆
電子署名数 17,812筆
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十河ゆかりの地には現存する建物や文化が存在します‼

西条高校 大手門 陣屋跡
西条中学時代には大手門を毎日くぐ
り将来を夢見ていた

西条市

和菓子 森川屋
信二は和菓子が大好物で晩年までわざわざ
森川屋の「ゆねり」を取り寄せていた

西条まつり 川入り
西条まつりは江戸時代から続く伝統
的な秋祭り

新居浜市

大念寺
大念寺近くの旅籠「田野屋」に中学４年
から下宿していた

旧広瀬邸
信二の生家があった同じ中萩地区にあ
る初代住友総理事の邸宅。

新居浜太鼓まつり かきくらべ
文政年間（1818～1830）から続く勇壮華麗で
魅力ある祭り

マイントピア別子
東新高等小学校通学時に見たであろう蒸気
機関車(別子鉱山鉄道を再現）

旧山根製錬所煙突
信二４歳の年に竣工、今も市民から
「えんとつ山」の愛称で親しまれている
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